
環境に配慮した取り組み

静岡県の新東名高速道路での緑のリサイクルの完了について

○ ＮＥＸＣＯ中日本の経営施策である「環境・持続可能社会への貢献」の取り組みの一

環として、新東名高速道路 御殿場JCTから引佐JCT間で行っていた、工事で発生す

る根株などから堆肥やチップ材を製造する「緑のリサイクル」が完了しました。

○ 当社は今後も引続き、資源の３Ｒを推進し、環境負荷の低減を目指します。
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ＮＥＸＣＯ 中日本

堆積、切替えし 基盤材として利用破 砕

利用 製造

【ＣＯ2発生量】

緑のリサイクルの場合 7,000 ｔ

58,000 ｔの抑制

焼却の場合 65,000 ｔ

1995年 １４年間 2009年

開始 完了

工事で発生

堆肥
９万ｍ3

チップ
６万ｍ3

利用方法

６０万ｍ3

植生のり面保護工の基盤材
で利用

雑草防止・土壌乾燥防止材
で利用（マルチング材）

全て
新東名の
建設工事
で使用

４５万ｍ3

１５万ｍ3


